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マレーシア大学留学プログラム 
ICC コンサルタンツの提供する「マレーシア大学留学プログラム」は学位取得に向けて「進学・卒業・キャリ

ア」の３つを見据え、学生が最大限に能力を伸ばせるよう様々な場面でサポートをするプログラムです 

 

■ 対象 

日本または海外の高校を卒業済又は卒業予定の学生 

 

■ ICC の提携大学 

＜国立大学＞  マラヤ大学 

＜私立大学＞  サンウェイ大学、モナッシュ大学、インティ大学、テイラーズ大学、ヘルプ大学、APU大学 

        ウーロンゴン大学マレーシア校KDUキャンパス、ヘリオットワット大学、ノッティンガム大学 

        UCSI大学                注）上記以外の大学への入学手続は実施していません。 

 

■ 申込時に必要な書類 

➢ 「マレーシア大学留学プログラム」申込書 

➢ 英文と日本文による、高校 3 年間の成績証明書（または最新の成績証明書）と卒業証明書 

※申込時高校生の方は、申込時点で提出できる最新の成績をご提出ください。  

➢ IELTS または TOEFL の公式スコア票 ※未取得の場合は後日ご提出ください。 

 

■  プログラム参加費用 (合格サクセスサポートおよび進学・卒業・キャリアサポート) 

サポート内容 495,000 円（税込） 
国内取引 165,000 円（うち消費税額等 15,000 円）、国外取引 330,000 円 ※ 

① コンサルティング 

・自分の強みや今後の目標を見定めるセッション提供 

・留学の目的や希望の進路を踏まえた最適な志望大学選定およびご提案 

・志望大学絞り込みに向けた個別コンサルティング 

・マレーシア留学に関する最新の情報提供 

・その他、相談者に必要な留学国や留学先に関するコンサルティングの提供 

② 入学手続 

・出願校に関する情報提供と出願校の入学オフィスとの折衝 

・合格可能性の打診（打診可能な大学のみ該当：最大3大学まで） 

・出願大学独自のポータルサイトへの登録 ※マラヤ大学のみ該当 

・出願書類の作成アドバイスと出願代行(最大2大学まで) 

・出願料の支払い手続き代行（銀行送金手数料含む） 

・その他入学手続きに関するアドバイスの提供 

③ 合格後手続 

・入学許可通知の取得と署名後の提出 

・授業料の支払い手続き代行（銀行送金手数料含む） 

・その他入学手続きに関するアドバイスの提供 

④ 査証申請手続※ 

・就学許可証（Student Visa）申請に必要な書類の取次 

・就学許可証（Student Visa）申請に必要なEMGS（政府機関）への登録申請手続き代行（必要に応じて） 

・一次入国査証（Single Entry Visa）申請に必要な書類の作成アドバイス 

・一次入国査証（Single Entry Visa）の代理申請及び代理受領 

・その他書類申請手続きに関するアドバイスの提供 

⑤ 滞在先申し込み手続 

・学生寮やその周辺に関する情報提供 

・学生寮の申込書作成案内及び申請代行手続き 

・学生寮の申込金、敷金など初期費用の支払い代行（銀行送金手数料含む） 

・学生寮以外の滞在先の現地情報の提供（希望に応じて） 

・その他、滞在先に関するアドバイスの提供 

⑥ その他渡航手続 

・海外留学生保険の加入手続き 

・渡航の際のフライト手配の取次（希望に応じて） 

・到着時の空港出迎え手配（希望に応じて） 
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・その他渡航手続きに関するアドバイスの提供 

⑦ オリエンテーションの実施 

・出願前オリエンテーションの実施（出願書類の準備と作成、予防接種の受け方等のアドバイス） 

・開始前オリエンテーションの実施（オンライン授業に向けた心構え、トラブルの対応の仕方等のアドバイス）※ 

・渡航前オリエンテーションの実施（準備、入国、携帯電話、銀行口座、ビザ更新、緊急時などのアドバイス） 

⑧ 学習・キャリアワークショップの開催（渡航前） 

・留学生活に必要な学習に関するワークショップ（数学、プレゼンテーション、エッセイ、クリティカルシン 

キング等）の開催 

・将来の進路や就職準備に必要なキャリアに関するワークショップ（他国大学の編入、インターンシップの探し方、就活準備、 

業界研究、ビジネスセミナー、先輩体験談等）の開催 

⑨ マレーシア入国日の遠隔アドバイスの提供 

・入国時のトラブルが起きた場合の遠隔サポート（空港出迎えスタッフや大学側との連携サポート） 

・学生寮のチェックイン時にトラブルが起きた場合の遠隔サポート 

・その他、入国に関するトラブル発生時のアドバイスの提供 

⑩ マレーシア到着時のサポート 

・大学の国際オフィスへの登録手続きサポート 

・健康診断に関するアドバイスと指定クリニックへの同行（同行可能な場合のみ該当） 

・携帯電話のSIMカードや端末の購入サポートと使用方法の説明（必要に応じて） 

・銀行口座開設のための銀行への同行 

・生活必需品の買い物同行 

・生活一般状況の提供（緊急時の連絡先、病院等の情報） 

・その他、生活セットアップに関わるアドバイスの提供 

⑪ 個人面談の実施 

・到着後、担当アドバイザーとの面談を実施（半年以内に3回：例）到着後1ヶ月以内、3ヶ月、6ヶ月） 

・面談内容の報告レポートを日本のご家族へ提出 

⑫ 学習・キャリアに関するワークショップの開催（渡航後） 

・留学生活に必要な学習に関するワークショップ（数学、プレゼンテーション、エッセイ、クリティカルシン 

キング等）の開催 

・将来の進路や就職準備に必要なキャリアに関するワークショップ（他国大学の編入、インターンシップの探し 

方、就活準備、業界研究、海外就職、ビジネスセミナー、先輩体験談等）の開催 

⑬ 進路に関するアドバイスの提供 

・進級に必要な成績及び一年毎に必要な就学許可証（Student Visa）更新に向けたアドバイスの提供 

・英語コース及びファンデーションコースから学部進級の際の就学許可証（Student Visa）切り替えに関する 

アドバイスの提供 

・就学許可証（Student Visa）切り替えに伴うパスポート更新に関するアドバイスの提供 

・プログラムの変更や転校を希望する場合の情報やアドバイスの提供 

・転校を希望する場合の転校手続きの代行（提携大学への転校を希望する場合のみ） 

・その他、進級、ビザ更新、転校・転学書類など進路に関する情報とアドバイスの提供 

⑭ キャリアに関するアドバイスの提供 

・将来の進路を踏まえたキャリアに関するアドバイスの提供 

・キャリアコンサルタントとの個別相談の提供（希望に応じて） 

・その他、キャリアに関する情報とアドバイスの提供 

⑮ 生活に関するアドバイスの提供 

・滞在先や日常生活に関する相談に対するアドバイスの提供  

・海外留学保険の更新サポート（ICCを通じた加入者のみ） 

・休暇や一時帰国の関するアドバイスの提供（希望に応じて） 

・その他、生活全般に関するアドバイスの提供 

⑯ 緊急時のサポート （緊急時のみ時間外も対応します） 

・生命に関わるような病気や怪我を発症した場合のアドバイスの提供及び病院への同行（希望に応じて） 

・生命に関わるような病気や怪我により、入院が必要な場合の入院手続きサポート 

・地震やテロ、交通事故など、生命に関わるような天災や事故が起きた場合の相談対応 

・その他、生命に関わるような緊急事態が起きた場合のサポートの提供 

※ ④査証申請手続に関しては、査証の取得を保証するものではありません。 

※ ⑦開始前オリエンテーションは、渡航前にオンライン授業を受講する場合のみの実施となります。 

※ 航空券代、留学生傷害保険料、学生ビザ申請費用、学校関連費用、その他留学先で必要となる生活費はプログラム参加費用には含まれません 
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手続きの流れ（お申込から留学まで） 

STEP 1 
留学カウンセリング＊無料 

まずは ICCオフィスで無料カウンセリング（留学個別相談）を受けましょう。 

現地大学の専攻や入学の基準、英語レベル、費用など留学についてご説明します。 

STEP 2 

参加申込 

参加申込には、以下の２つが必要です。 

 １）「マレーシア大学留学プログラム」申込書に必要事項を記入、捺印の上、提出。 

2 ）「合格サクセスサポート料 165,000 円」を申込金として指定口座に入金 

※ 参加申込に際し、「マレーシア大学留学プログラム契約書」をご確認下さい。 

※ 合格サクセスサポート料 165,000 円はマレーシア大学留学プログラム参加費用 495,000 円の一部に充当されます。 

STEP 3 

大学入学手続き準備 

マレーシア大学留学に向け、以下の手続きを始めます。 

1） 自己分析・目標設定：自分自身の強みや留学に向けての目標を ICC主催のセッションを通じて確認 

2） 志望大学選択：条件面等での希望に加え、各個人の目標等に照らし合わせて志望大学について情報を含めご提案・

アドバイス、留学計画作成 

3） 志望大学への事前合否打診：出願に向け志望大学への合否判定を依頼します。合否打診は複数校可能ですが、希望

専攻やその他条件と照らし合わせ、最適な留学先を決めるためのステップです。 

※ 申込時点で提出できる最新の英文の成績表が必要です。 

※ 事前合否判定が可能な大学のみが合否打診対象になります。 

STEP 4 

出願 

STEP③で合否判定が出たら、大学への出願手続きに進みます。 

1） 出願前オリエンテーション：出願の準備・一次入国ビザの申請等、今後の流れについてご説明します。 

2） 出願書類の用意：必要となる書類、作成についてアドバイス、確認を行います。 

3） 一次入国ビザ申請書類の用意：大学への出願と合わせて、一次入国ビザ申請に必要な書類を大学に提出します。 

4） 大学入学に必要となる付属英語コース、ファウンデーション、ディプロマコースへの書類も提出します。 

5） 出願：ICC が代行して出願手続き、出願費用・一次入国ビザ申請に必要な費用の支払い手続きを行います。 

STEP 5 
留学先決定 

出願先から合格通知（Offer Letter）が届きます。 

「進学・卒業・キャリアサポート料」（330,000 円）をお支払いいただき、渡航手続き始めます。 

STEP 6 

渡航手続 

入学許可書・学生ビザ発行許可証を受理 

1） 入学先大学への授業料、滞在費の支払い ＊ICC が支払い手続きを代行いたします。 

2） 留学保険加入手続き・航空券のアドバイス等を行います。 

3） 入国するのに必要となる「一次入国ビザ(SEV)」の取得手続きのご案内（遠方の方は ICC が代理手続きを致します） 

※ オンラインで授業を開始される場合は、1）のみを行い、2）＆ 3）は渡航が決まり次第行います。 

STEP 7 

留学出発前（開始前）オリエンテーション 

出発（渡航）前又は開始前オリエンテーションを実施し、留学の心構え、滞在先や大学での注意事項、持ち物などを最終確

認します。 

マレーシアでの大学生活、治安、宗教など日本と異なる環境、学生生活の過ごし方、学習方法、渡航前の準備等アドバイス 

留学の目的と目標を一緒に確認をしていくことによってより充実した留学を目指します。 

※ 出発（渡航）前オリエンテーションは、できる限り保護者の方のご同席をお願いしております。 

STEP 8 ご出発（渡航）又はオンライン入学 

 

留学開始後 

留学開始後、現地到着又は開始日から 1 年間「ICC 留学サポート」にて皆さんの留学生活が円滑に送れる様サポートいたします。 

※ 留学サポートはプログラム参加費用に含まれています。 

※ オンラインで受講を開始される場合は、大学のオリエンテーション日が「サポート開始日」となります 
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留学中の

サポート 

1) 到着直後のセットアップサポート(銀行口座開設、現地健康診断の受診アドバイス、到着時の生活セットアップサポ

ート、学生ビザ取得に向けた大学との取次) 

2) 到着後から半年以内に面談実施とご家族への報告（計3回） 

3) 留学先における生活相談 

4) 留学コーチング（留学目標の確認、達成に向けてのアドバイスなど） 

5) 緊急時サポート（事件・事故・災害等緊急時における相談・保護、病気・怪我等の緊急時サポート、貴重品等の盗

難・紛失時のサポート・保険手続のアドバイスなど） 

6) アカデミックサポート（学習相談/進路相談/編入相談/アカデミックセミナー（エッセイの書き方・プレゼンテーシ

ョンの方法など） 

学習に関するアドバイス・進路相談・アカデミックセミナーの開催学習に関するアドバイス・進路相談・アカデミック

セミナ−の開催 

7) ビザ・パスポート更新についてのアドバイス 

8) キャリアサポート（ビジネスセミナー/就活セミナー/就活に関する相談） 

 

■追加サポート 

マレーシア大学事前現地訪問手配 

1 日 51,000 円(税込)＊ 

2 日 75,000 円(税込)＊ 

※ 国内取引分 10,000 円に対して消費税 10％を含みます。 

※ 事前に現地の大学及び周辺環境の見学を希望する方へ学校訪問の調整を致します。 

※ 見学は現地アドバイザーが同伴致します。なお、渡航費、滞在費、移動費は個人にてご負担頂きます。 

※ 別途、申込書がございますので、ご希望の場合はお申し出下さい。 

 

生活基盤オプショナル 

  4 ヶ月目以降も月次面談及び保護者向けの面談報告を行います。 

   200,000 円 

**･･･国外取引につき非課税 

 

■サポートの継続 

現地到着2年目以降も、サポートを継続することが可能です。 

2年目以降は、よりアカデミックサポート、就職活動のサポートに重点を置いた内容、最終学年は就職活動に関

するサポートが中心となります。 

1. 生活基盤サポート：隔月で定期面談を行い、保護者の方への報告を行います。また、生活や学習の相談、 

300,000円**  緊急時のサポートも必要に応じて行います。 

 

2. 学習・キャリアサポート：2年目以降の学生に向け、アカデミック・キャリアサポートを行います。 

200,000円**       緊急時のサポートも含みます。 

 

3. 就活サポート：最終学年の学生を対象に就職活動に必要なサポートを行います。サポートには、     

250,000 円** 専門のキャリアコンサルタントによる個別指導も含みます。 

   **･･･国外取引につき非課税 

※ 詳細についてはお問い合わせ下さい。 
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マレーシア大学留学プログラム契約条項 

  

株式会社 ICCコンサルタンツ（以下「甲」といいます）が主

催する「マレーシア大学留学プログラム」（以下「本プログ

ラム」といいます）について、甲と留学参加者（以下「乙」

といいます）は、乙の保護者等法定代理人の同意を得て次の

通り契約（以下「本契約」といいます）を締結します。 

 

第１条［本プログラムの目的］ 
本プログラムは、マレーシア（以下「留学国」といいます）に
おける甲の提携大学（以下「留学先」といいます）への入学を
希望する乙に対して、甲が、乙の希望、能力等に応じた留学先
の選定につき助言を行い、入学のために必要な諸手続の代行等
の取次ぎサービスを提供し、かつ、留学先でのアドバイス等を
行うことにより、乙の充実した留学生活を実現することを目的
としています。 

 

第２条［甲の行うサポートの内容］ 

甲が乙に対し、提供するサポートは以下の通りです。 

（１）合格サクセスサポート…（本契約第３条参照） 

（２）進学・卒業・キャリアサポート 

(ア) ビザ申請手続き等の渡航手続き（本契約第４条参

照） 

(イ) 出発前（開始前）オリエンテーション（本契約第

５条参照） 

(ウ) 現地アドバイザーによる現地サポート(本契約第６

条参照) 

(エ) アカデミックサポート 

・学習相談 

・進路相談 

・編入相談 

・アカデミックセミナー（エッセイの書き方、プ

レゼンテーション方法など）の開催 

(オ) キャリアサポート 

・ビジネス/就活セミナー 

・就職活動に関する相談 

(カ) 追加（オプショナル）サポート 

乙は甲に対し、追加サポートの対価として下記に定める

サポートの費用を支払います。 

生活基盤サポート（４ヶ月目以降の月次面談を含むサポ

ート） 200,000円 

 

第３条［合格サクセスサポート］ 

本契約第２条［甲の行なうサポートの内容］（１）に定める

「大学入学手続」の内容は以下の通りです。 

（１） 自己分析および目標設定セッションの実施 
甲が実施するセッションを通じて、自分について振り返り、
留学に向けて今後の目標を設定します 

（２） 出願校選択における個別指導 

乙の希望、留学の目的・目標、学力、予算等の条件をもと

に、甲は乙と相談のうえ、乙に適した大学を紹介します。 

（３） 出願打診 

甲は、前項により乙が希望した大学へ合否打診を行います。 

（４） 出願前オリエンテーション 

出願に際して必要な書類の準備・一次入国ビザの手続き等、

今後の流れについてご説明します。 

（５） 出願手続き 

前項（２）項で合格が出た大学 1校に対し、甲は出願のた

めの書類の案内、調整、出願手続、必要に応じて入学交

渉、及び進学希望大学へ滞在先確保の依頼を行ないます。 

万が一、乙の第一希望の大学が定員枠等の問題により入学

が不許可となった場合は、第二または第三希望の大学への

入学申請手続を行ないます。 

また、大学入学に向けて必要な場合、付属英語コース、フ

ァンデーションコース、ディプロマコースへの出願手続き

も含みます。 

（６） 出願料・学費・滞在費等の必要経費の支払い代行 

甲は、前項により入学許可された大学への出願料・学費・

滞在費等の必要経費の支払い手続きを代行します。乙は甲

に対して、指定の期日までに指定の銀行口座に振り込むも

のとします。留学費用等は受け入れ先が期日を定めている

場合や、制度上必要な場合を除き、出発予定日から起算し

て 90日以上前にお支払いいただくことはありません。指定

の期日までに入金されない場合、留学手続きを停止したり

希望の出発日までに留学手続きが完了できなくなる場合が

あります。請求及び支払い方法は、本契約第 10条に定める

通りとします。 

 

第４条［ビザ申請手続き等の渡航手続］ 

本契約第２条［甲の行うサポートの内容］（２）-（ア）に定

める「ビザ申請手続等の渡航手続」の内容は以下の通りで

す。 

（１） 一次入国ビザ申請必要書類の手配 

ビザ申請に必要な書類の案内、確認を行います。 
（２） 一次入国ビザ申請手続きの代行 

（３） 航空券等のアドバイス 

乙の求めに応じ、留学先に渡航するために必要な航

空券のアドバイスを行います。 

（４） 現地空港送迎サービス手配 

留学先が提供する空港送迎サービスを手配します。

＊留学先が空港送迎サービスを実施していない場合

は、乙自らが空港から滞在先まで移動する必要があ

り、甲は移動方法等についてアドバイスします。 

（５） 留学生傷害保険の手配 

 

第５条［出発前（開始前）オリエンテーション］ 

本契約第２条［甲の行うサポートの内容］（２）-（イ）に定

める「出発前（開始前）オリエンテーション」の内容は以下

の通りです。 

・留学先の国の社会、文化、宗教、慣習とマナーなどの注意

点について情報提供及びアドバイス 

・渡航や授業開始に当たり必要な準備や現地での生活上の注

意点、心構えなどの情報を提供 

・一次入国ビザ取得手続きのアドバイスおよび代行 

 

第６条［現地アドバイザーによる現地でのサポート］ 

本契約第２条［甲の行うサポートの内容］（２）-（ウ）に定

める「現地アドバイザーによる現地でのサポート」の内容は

以下の通りです。 
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（１）到着時のサポート 

・留学先・滞在先のルール等の確認等を含む日本語による到

着後オリエンテーション 

・現地銀行口座の開設 

・携帯電話の契約、SIMカード・日用品購入等のサポート 

（２）留学先（大学）に関するサポート 

・必要に応じてなされる留学先との連絡・交渉 

・編入や転校、履修科目登録など学習全般に関するアドバイ

ス 

・授業料、滞在費用の請求書に関する確認方法および支払い

方法等のアドバイス 

（３）滞在先に関するサポート 

・乙の滞在先に関する生活上のアドバイス 

・学校、該当機関に対しての滞在先環境等の改善等申し入

れ、アドバイス 

※甲は留学開始後に最初に滞在する滞在先への手続きのみを

行うものとし、滞在先を留学先が指定する寮以外に変更する

場合には、乙の責任のもと変更することとなります。 

（４）留学中の乙に関するサポート 

・生活に関するアドバイス（ホームシック対策含む） 

・乙の求めに応じてパスポート及びビザ更新のアドバイス 

・「自己分析および目標設定セッション」で設定した目標達成

に向け目標の確認、必要な行動についてアドバイス 

（５）緊急時のサポート 

・緊急時サポート（事件・事故・災害等緊急時における相談・ 

保護、病気・怪我等の緊急時サポート、貴重品等の盗難・紛失 

時のサポート・保険手続のアドバイスなど） 

（６）ご両親等の保護者に対するサービス 

・緊急時のご両親等ご家族からの乙へのメッセージ伝達 

・緊急時におけるご家族と日本への連絡及び状況報告 

 

第７条［参加費用］ 

乙は、甲に対し甲が提供する第２条、第３条、第４条、第５

条及び第６条の所定のサポートに対する対価として、次に定

める本プログラム参加費用を支払います。 

495,000円 (国内取引 165,000円に対しての消費税 10%含む) 

 

第８条［参加費用に含まれない経費］ 

次の費用をはじめとする本プログラムのサポート範囲外の費

用は参加費用に含まれません。この費用に関しては、乙が別

途支払う必要があります。 

・日本の自宅〜留学先間の航空運賃を含む交通費 

・留学生義務保険料 

・海外旅行傷害保険料（留学生保険） 

・学生ビザ申請費用ならび申請に係る諸経費 

・入学金、授業料、課外活動費、教材費、滞在費、滞在先の

手配費、等の学校関連費用 

・語学教育機関や家庭教師等が必要な場合の研修関連費 

・習い事に必要な費用 

・通学のための交通費 

・日用品代 

・乙の緊急時に甲が出捐した交通費、宿泊費、電話代、その

他実費 

・その他、通信代、お小遣い等を含めた個人的な費用 

・甲への支払いに際しての振込手数料 

（銀行他金融機関の定める振込手数料は乙の負担とさせて頂

きます。） 

・上記のほか、第２条、第３条、第４条、第５条及び第６条

に記載された各サポート以外については、乙と甲が協議した

上で決定した費用を、乙が負担するものとします。 

 

第９条［留学費用等の支払い］ 

（１）乙は、出願料・学費・滞在費等の現地必要経費などを

指定された期日までに指定の銀行口座に振り込むものとしま

す。留学費用等は受け入れ先が期日を定めている場合や、制

度上必要な場合を除き、出発予定日から起算して 90日以上

前にお支払いいただくことはありません。指定の期日までに

入金されない場合、留学手続を停止したり、希望の出発日ま

でに留学手続が完了出来なくなる場合があります。 

（２）学費・滞在費等の現地必要経費は事前の予告なく変更

されることがあります。変更になった場合、乙は甲に対し指

定の方法で、必要な差額を支払うものとします。 

（３）学費・滞在費等の現地必要経費の乙から甲への支払い

は円貨とします。適用する為替レートは、請求日当日の三井

住友銀行のTTS送金レートに一律 3円加算した円貨を適用

するものとします。 

※請求日は、支払い代行を乙が甲に依頼した翌営業日後の日

付とします。 

 

第１０条［契約の成立］ 

乙の本プログラムへの参加には、甲の定める参加条件に適合

する必要があります。その後、乙が甲指定の参加申込書に所

定事項を記入し、両親等の法定代理人の同意を得たうえで、

申込金（合格サクセスサポート料）を添え参加申込書を甲に

対して提出し、甲においてこれを受け付けた時点で本契約は

成立します。契約締結日は、甲が乙の支払った申込金を受領

した時点とします。なお、申込金は、本契約が成立した時点

で本契約第７条［参加費用］に定める参加費用の一部に充当

します。 

 

第１１条［参加条件等］ 

乙から甲に対する申込みがなされた場合においても、以下の

各場合、甲は契約申込みを受け付けないことがあります。 

（１）乙の申込みが、各大学の定める参加条件に適合しない

場合 

（２）乙が甲の定めた「留学に関する適性」を欠くとみなさ

れる場合 

（３）乙が未成年である場合に親などの法定代理人の同意が

ないとき 

（４）乙の希望を受け入れられないと甲が判断したとき 

（５）乙の過去の既往症や現在の心身の健康状態から見て、 

留学が不適切であると甲が判断したとき 

（６）その他甲の業務上やむを得ない事情がある場合 

 

第１２条［留学先の条件変更］ 

乙が入学手配を申し込んだ留学先大学及び語学教育機関は、

出願後は、原則として変更することができません。 
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第１３条［解約と返金］ 

（１）乙が乙の事情で本契約を解除した場合、乙は甲に対

し、次の区分に従って解約料を支払うものとします。但し、

解約日が②及び③のいずれにも該当する場合には③が適用さ

れるものとします。 

 

① 契約締結日から起算して 8日目までになされた解約 … 

解約料なし 

② 契約締結日を基準とする解約料 

イ)契約締結日から起算して 9日目以降 30日目までになされ

た解約 

…申込金の 40% 

ロ)契約締結日から起算して 31日目以降 60日目までになさ

れた解約 

…申込金の 50% 

ハ)契約締結日から起算して 61日目以降になされた解約 

…申込金の 70% 

ニ)合格判定結果通知後、出願開始まで 

…申込金の 90% 

ホ）出願後になされた解約…申込金全額（申込金の返金はあ

りません） 

③ 出願日および現地到着日/開始日を基準とする解約料 

イ) 出願日から起算して 7日目以降 30日目までになされた

解約 

…プログラム参加費用の 35% 

ロ) 出願日から起算して 31日目以降 60日目までになされた

解約 

…プログラム参加費用の 40% 

ハ) 出願日から起算して 61日目以降出発前日/開始前日まで

になされた解約 

…プログラム参加費用の 50% 

ニ)出発日または開始日以降現地到着後 90日目までになされ

た解約 

…プログラム参加費用の 70% 

ホ)開始/現地到着後 91日目以降、開始/現地到着後 180日目

までになされた解約 

…プログラム参加費用の 80% 

へ)開始/現地到着後 181日目以降、開始/現地到着後 270日

目までになされた解約 

…プログラム参加費用の 90% 

ト)開始/現地到着後 271日目以降になされた解約 

…プログラム参加費用相当額（返金はありません） 

（２）（１）により本契約が解約された場合、甲は乙から既に

受領した本参加費用から解約料を差し引いた金額を、乙に払

い戻します。 

なお、学費、滞在費等の費用の払い戻しについては当該機関

の定めによります。乙が別途手配した航空券等運輸機関及び

海外傷害保険（留学生保険）の手配に関する解約料及び払戻

金額についても当該機関の定めによります。 

＊返金に際しての振込手数料については乙の負担とさせて頂

きます。よって、甲は上記解約料と振込手数料を差し引いた

金額を乙に返金する事となります。 

＊オンラインで授業を開始する場合は、大学のオリエンテー

ション日が「開始日」となります。 

 

第１４条［契約内容の変更］ 

甲は、以下の場合、本契約の内容を変更することができま

す。この場合、甲から乙に対して、本参加費用の返還はしま

せん。 

（1）乙が日本国の公序良俗に反する行為をはじめ日本国の

法令に違反する行為をなし、甲において本プログラムの目

的・趣旨に照らして乙の本プログラムへの参加が不適当であ

ると認めた場合 

（2）乙が留学国の公序良俗に反する行為をはじめ留学国の

法律その他の法令に違反する行為をなし、甲において本プロ

グラムの目的・趣旨に照らして乙の本プログラムへの参加が

不適当であると認めた場合 

（3）甲または現地アドバイザーの病気、休暇等の事情によ

り代理アドバイザーを臨時に手配する必要がある場合 

（4）甲の判断によるやむを得ない事情により、乙の教育機

関等の留学先及び現地アドバイザーを変更する必要が生じた

場合（本契約第１２条［留学先の条件変更］参照） 

（5）書面による乙から契約内容の変更の申し出があった場

合 

（6）その他やむを得ない事情により契約内容変更の必要が

生じた場合 

 

第１５条［契約の解除］ 

以下の場合、甲は直ちに本契約を解除することができます。 

（1）乙が留学先からの放校／退学処分、その他の理由によ

り在学資格が失われた場合 

（2）乙または保護者等の法定代理人が甲に対して申告した

事実に虚偽または、既往症の未申告などの重大な遺漏があっ

た場合 

（3）乙の事情により、乙が本プログラムの参加を取り止め

た場合 

（4）乙がマレーシア政府あるいは学校指定の留学生義務保

険及び任意の海外旅行傷害保険（留学生保険）に加入せずに

渡航、または解約した場合 

（5）甲の判断により乙の留学継続が乙の健康上の理由によ

り困難であると判断した場合 

（6）乙が日本国の公序良俗に反する行為をはじめ日本国の

法令に違反する行為をなし、甲において本プログラムの目

的・趣旨に照らして乙の本プログラム参加が不適当であると

認めた場合 

（7）乙が留学国の公序良俗に反する行為をはじめ留学国の

法律その他の法令に違反する行為をなし、甲において本プロ

グラムの目的・趣旨に照らして乙の本プログラム参加が不適

当であると認めた場合 

（8）乙が車、単車その他の免許を必要とする乗り物の運転/

運行をした場合、または現地で運転免許を取得した場合 

（9）乙が麻薬、覚醒剤、毒物を所持または使用等した場合 

（10）乙が甲または現地アドバイザーに対して暴力、セクシ

ャルハラスメントその他のハラスメント（嫌がらせ）等を行

った場合 

（11）乙が甲に対し、所定の期日までに参加費用全額の支払

を完了しなかった場合 
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※以上の解除事項に該当する場合、支払われた参加費用及び

所要実費は、プログラムの進捗状況に応じ、返金されない場

合があります。甲が要した費用及び損害が、甲の乙に対する

返金額を上回る場合には、甲は乙に対してその差額を請求す

ることができます。この場合の振込費用は乙の負担としま

す。 

 

第１６条［責任範囲］ 

甲は、本契約に明記された義務を甲の故意または過失に基づ

き履行せず、直接乙に損害を与えた場合にのみこれを賠償す

る責任を負担します。 

 

第１７条［免責事項］ 

甲は、次に例示するような事由により、乙が留学できず、ま

たは留学希望先校への正式入学ができなかった場合は、乙に

対し損害賠償その他の責任を負いません。 

１）出願した学校、コースなどが定員に達していて入学でき

なかった場合 

２）申し込んだ滞在先の滞在施設が定員に達していた場合ま

たはその他の留学先の事情により入寮、入室できなかっ

た場合 

３）通信事情または留学先の事情により入学許可証が期日ま

でに届かなかったために入学できず、または予定してい

た時期に入学できなかった場合 

４）条件付合格の場合において、乙が、留学先が定める英語

力・学力等の基準に事前研修期間内に到達せず入学がで

きなかった場合 

５）乙の成績及び語学力が不足したため、乙が希望の留学先

に留学できなかった場合 

６）乙が留学先から乙の希望する他大学に編入できなかった

場合 

７）乙において、ローンにより契約費用の調達を予定してい

た場合において、予定したローンが実行されないことに

より必要な費用の支払いができず、手続の継続が不可能

と判断される場合 

８）留学先の都合による奨学金内容の変更や授業および履修

科目に変更があった場合の責任 

９）甲が、留学先等から送られてくる最新資料に基づき入学

手続代行等の手配をしたにもかかわらず、留学先等の事

情により入学基準の変更、授業内容の変更、授業時間や

回数の変更、滞在先の変更、その他留学内容に関する変

更がなされた場合 

10）乙に起因する理由で入国を拒否された場合、または留学

国の入国管理局等の当該機関による査証（ビザ）の発給

が遅延・拒否されたことによって、留学国への入国が遅

延または不可能になった場合の責任 

11) 乙の査証取得（延長、更新含む）が不許可になった場合

の責任 

2. 甲は、次に例示するような事由により乙に不利益または損

害が発生した場合、乙に対し損害賠償その他の責任を負

いません。 

1） 運輸機関の遅延、フライトのキャンセル、ハイジャッ

ク、ストライキ、事故、陸海空における不慮の災難、そ

の他不可抗力または第三者の責による交通機関に関する

乙の不利益・損害 

2） 天変地異、政変、テロ、動乱、戦争、ストライキ等の不

可抗力によって発生した乙の不利益・損害 

3） 留学国が査証（ビザ）発給基準、滞在許可条件等を変更

することよって発生した乙の不利益・損害 

4） 留学国が外国人の渡航を制限し、または予め設定してい

た制限を撤廃しないため、乙が留学国に渡航出来ないこ

とにより発生した乙の不利益・損害 

5） 留学先及びホームステイ、寮等の滞在先における、盗

難・事故・係争など乙の留学国滞在中または渡航中に受

けた不利益・損害 

6） 乙の留学国渡航中、滞在中および旅行中に発生した、交

通事故を含む事故、怪我、病気等に基づく不利益・損害 

7） 乙による麻薬、覚醒剤、その他の薬物の使用、所持もし

くは飲酒、喫煙またはこれに関連して起こった全ての不

利益・損害と責任 

8） 為替、物価の変動、学費や滞在費等の改定による乙の経

済的損失 

9） 留学先から停学、放校、退学等の処分を受けた場合の不

利益・損害（学費、滞在費の損失を含む） 

10） 乙が留学を取り止めた場合の学費、滞在費等の残金返金

等の責任 

11） 乙の学力・英語力不足に起因する留学先への入学不許可

または入学後の留年等についての責任 

12） 乙の学業成績や資格試験の結果が不良であったことの責

任 

13） 乙のために行う開始前または出発前オリエンテーション

等の事前ガイダンスに参加しなかったために発生した乙

の不利益・損害 

14） 乙が留学国滞在のための海外旅行傷害保険（留学生保

険）に加入していなかった場合の現地における事故、病

気等に基づく補償 

15） 留学国の法令・風俗・道徳および留学先教育機関の規則

等についての乙の無知または認識不足により乙が受けた

不利益・損害 

16） 乙の交友関係に起因して乙に生じた損害についての責任 

17） 留学中の通学、スポーツ、自動車の運転に基づく不利

益・損害 

18） 現地アドバイザーが、甲の業務範囲外の行為により乙に

損害を与えた場合の責任 

3. 以上の免責事項に該当する場合、支払われた費用、所要実

費は本サポートの進行状況により返金されない場合がありま

す。 

 

第１８条［連絡の方法］ 

本プログラムでは、乙へのサポートをよりスムーズに行なう

ため、乙の法定代理人は、日常の連絡を甲の日本側の担当者

に行なうものとします。甲からの指定がない限りは、乙のご

両親等の法定代理人は、直接甲の現地アドバイザーに連絡を

しないものとします。但し、事故、怪我等の緊急時は除きま

す。 

 

第１９条［現地アドバイザー業務の代行・補助］ 

現地アドバイザーが病気や休暇等の理由により、アドバイザ
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ー業務を行えない場合、事前に告知されていない予定の変

更、病気事故等緊急事態などでアドバイザーがただちに対応

できない場合、甲は乙に対して臨時にアドバイザー業務を代

行しまたは補助する者を手配します。 

第２０条［研修成果の不担保］ 

本プログラムは甲が乙に、乙の留学生活をサポートするサー

ビスを提供することを目的としています。従って、語学及び

学力の向上などの留学先での研修成果や、留学後の進路の保

証、ホ−ムステイ等の滞在先に対しての満足、その他留学に

よる心理的満足を保証するものではありません。 

 

第２１条［有効期間］ 

本契約の終了時点は、乙が現地に到着した日（当日を含む）

またはオンラインの場合は、留学先のオリエンテーション日

（開始日）から１年間経過した時とし、乙がさらに甲による

サポートの延長継続を希望する場合は、前期間満了の日の１

ヶ月前までに、更新契約を締結するものとします。但し、期

間満了前に帰国する場合、あるいは、特段の意思表示が無い

場合には、乙の帰国日をもって契約の終了日とします。 

 

第２２条［損害賠償義務］ 

乙が故意または過失により甲または第三者に対し損害を与え

た場合は、乙は直ちに損害の賠償をしなければなりません。 

 

第２３条［準拠法令等］ 

本契約の解釈及び本契約に定めない事項については、日本国

内の法令及び慣習によるものとします。 

 

第２４条［裁判管轄］ 

本契約及び本プログラムに関して生じた紛争の裁判管轄は、

東京地方裁判所を第一審の専属管轄裁判所とします。 

 

第２５条［約定の変更］ 

本契約は、事情により甲乙双方の合意のもと変更されること

があります。 

 

第２６条［発行期日］ 

本契約は、2021年 4月 1日以降に申し込まれる契約に適用

されます。 

 

===以上、契約条項=== 
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【個人情報の取り扱いについて】 

 

株式会社 ICC コンサルタンツは、お客様の個人情報の取り扱いについて、下記の通り適切な取り扱いに努めます。 

 

(1) 個人情報を利用する目的 

取得した個人情報の利用目的は、当社が提供するプログラム（以下、「本サポート」という）への参加手続およびそれに関連するご連

絡、本サポートの実行およびそれに関連するサポート管理、お申込みされたご契約の履行（ご契約内容は、プログラム契約書を参照く

ださい）、ご本人の同意またはご希望条件を満たす、受入れ先となる企業・学校・団体等への個人情報の提供、当社が提供する留学プ

ログラムやセミナー、フェア等のご案内、当社または本サポートへのご質問、お問合せに対する回答のために利用し、それ以外の目的

で利用することはありません。また、本サポートをお申込みされる方が未成年者（満 20歳未満の方）の場合は、保護者の同意を頂い

た上で、個人情報をご提供ください。ビザ申請手続代行時に、申請費用のお支払のためにクレジットカード決済が必要な場合があり

ます。当社または当社が業務委託する機関が申請代行を行う場合、入国管理機関等が指定するビザ申請フォーム等にて決済処理をク

レジットカードで行う場合があります。また、緊急時に発生する決済処理においてもクレジットカード情報をご提供いただく場合が

あります。なお、当社では最大 1 カ月間保管した後、適切に廃棄します。但し、ビザ申請状況により保管期間を延長する可能性があ

ります。 

 

(2) 要配慮個人情報の取得、利用および提供について 

本サポートの参加手続および渡航手配、本サービスの実行およびそれに関連するサポート管理のため、病歴・アレルギー・既往症等の

健康に関する情報、旅券番号、宗教・文化的制約等の機微な個人情報の取得、ならびに当社が業務委託する旅行代理店、受入れ先とな

る企業・学校・団体等への提供、滞在先、留学サポート者等、外国にある第三者へ提供する可能性があります。 

 

(3) 個人情報の第三者提供について 

取得した個人情報は、利用目的の達成に必要な範囲において、外部委託することがあります。また、個人情報は次の通り、第三者提供

します。①お申込みされたご契約の履行（ご契約内容は、各プログラムの契約事項を参照ください）のため、郵送、メールまたはイン

ターネット経由で、氏名、住所、連絡先、語学スキル等をご本人の同意またはご希望条件を満たす、留学先またはインターンシップ先

となる企業・学校・団体等に提供します。②お申込みされた留学プログラムの実施に必要な渡航及び宿泊手配のため、郵送、メールま

たはインターネット経由で、氏名、住所、連絡先等を渡航および宿泊手配を行う旅行代理店に第三者提供します。③お申込みされた留

学プログラムの実施に必要なビザ取得または緊急時に発生する決済処理のため、電話、郵送またはインターネット経由で、カード番

号、カード会社、カード有効期限、セキュリティコード、名義、電話番号等を当該入国管理機関等に第三者提供します。 

 

(4) 取得の任意性について 

個人情報のご提出は任意ですが、個人情報を提供していただけない場合は上記の各利用目的に沿った取り扱いが適切に遂行できない

場合があります。 

 

(5) 個人情報の開示等の請求について 

当社に提供して頂いた個人情報は、利用目的の通知、個人情報の開示、訂正、項目の追加または削除、消去や利用停止、提供停止を

求める権利があります。個人情報の開示等の請求を行う場合は、下記までご連絡ください。  

【個人情報に関するお問い合わせ先】 

株式会社 ICC コンサルタンツ 

個人情報保護管理者：IT・コンプライアンス統括室 マネージャー 

TEL：03-6434-1315  E-mail：info@iccworld.co.jp 

受付時間 平日（祝祭日を除く）10:00〜18:30 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:info@iccworld.co.jp
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＜ マレーシア大学留学プログラム申込書 ＞ 
 

NAME（ローマ字） 
 

 
性別  □男   □女 

名前（学生氏名） 
 

 
国籍  

生年月日 西暦    年  月  日（満：  才） パスポート有効期限     年   月    日 

現住所 

（本人住所） 

〒 

 

TEL： 

携帯：              email: 

保護者 

緊急連絡先 

住所（現住所と違う場合のみ記入）： 

 

保護者氏名：                     

携帯：              email： 

出身校 

（最終学歴） 

学校名： 

 

住所：（〒     ）                           

 

卒業年月        年    月卒業（または見込み） 

英語能力 

※スコアをお持ちの場

合のみ記入 

□TOEFL           年  月取得 

□IELTS             年  月取得 

□英検      級    年  月取得 

ICC 

レベルチェック 

※受験済みの場合のみ 

    年   月受験 

希望専攻名 

 

 

※未定の場合は記入不要 

入学希望時期      年     月 

希望進学先 

1. 

2.                                                                     ※希望がある場合は大学名を記入 

3.                                                                     ※複数の場合は第一希望から順に記入                                  

                                    

「マレーシア大学留学プログラム契約条項」、及び「個人情報の取り扱いについて」をよく読み、その内容を理解し

た上で参加申し込みを行います。またこの申込書の内容に相違がないことを確認します。 

 

学生氏名：                          記入日： 

 

保護者氏名：                          記入日：  

 

保護者氏名：                          記入日：  

備考欄（ICC 使用） 

【プログラム参加費用 振込先口座】 

金融機関名：三井住友銀行 目黒支店  （普通）7395600  

名  義 ：株式会社ICCコンサルタンツ [カ）アイシーシーコンサルタンツ] 


